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２

誰
も
が
感
じ
る
か
も
し
れ
な

い
孤
独
や
孤
立

単
身
世
帯
の
増
加
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

多
様
化
な
ど
、
社
会
の
変
化
に
よ
り
、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
が
薄
れ
つ
つ
あ
り
、

現
代
は
誰
も
が
孤
独
や
孤
立
を
抱
え
や
す

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
内
閣
府
が
行
っ
た

調
査
に
よ
る
と
、「
孤
独
を
感
じ
た
こ
と

が
あ
る
」
と
答
え
た
人
は
約
４
割
に
の
ぼ

り
、
孤
独
や
孤
立
に
悩
む
人
が
少
な
く
な

い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

困りごとを抱えていても頼れる人がいない、相談できる相手が見つからない――。
望まない「孤独」や「孤立」に悩む人は、決して少なくありません。日々のあいさつやちょっとした声かけ、
見守りといった行動が、悩みを抱えた誰かの安心につながることも。
きっとあなたに、できることがあります。気づいたことがあればご相談ください。
問福祉政策課（☎ 21－8428）

地
域
で
顔
の
見
え
る
関
係
づ

く
り
を

災
害
や
病
気
な
ど
、
突
然
困
り
ご
と
に
直

面
す
る
こ
と
は
、
特
別
な
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら
、
身
近
で
顔
の
見
え

る
関
係
や
つ
な
が
り
を
築
い
て
お
く
こ
と

は
、
自
分
を
理
解
し
て
く
れ
る
人
を
増
や

す
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
う
し
た

つ
な
が
り
は
、
孤
独
や
孤
立
の
予
防
に
も

役
立
ち
ま
す
。 孤独を

感じたことが
ある

39.4％孤独を
感じたことが
ない
59.0％

無回答
1.6％

孤独であると感じることが
ありますか

出所：内閣府「人々のつながりに
関する基礎調査」（令和６年実施）
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地域のつながりづくりに取り組む方にお話を聞きました

何かあったときに「助けて」と言える雰囲気を
地区の住民が集う「どんぐりカフェ」
３年ほど前から、地区の住民が月に１回気軽
に集まれる場として、地域サロン「どんぐり
カフェ」を始めました。きっかけは、昔と比
べてご近所さんと会う機会が減ったこと。高
齢者が多い地域なので、顔を合わせておしゃ
べりする機会が必要だと感じました。

諏訪１区自治会

生
い く た

田 仁
ひ と し

史 さん

Information
福祉の問題でお困りの方へ
どこに相談したらいいかわから
ない福祉の困りごとは、米子市
ふれあいの里総合相談支援セン
ター「えしこに」へご相談くだ
さい。皆さんの悩みを、えしこ
に（いい具合に）支援します。
問えしこに
（☎ 21－8428）

５月は「孤独・孤立対策強化月間」です
孤独や孤立を感じて悩んでいる人は少なくありません。ちょっとした気
づきや、温かなひと言が、身近な誰かの支えになるかもしれません。
例えば、こんなことから始めてみませんか？

▲月１回のどんぐりカフェ。この日は集会所
の障子を張り替えた後、お茶を囲んで団らん

顔見知りを作っておくことをおすすめします
安心して暮らせるまちに
子どもや高齢者、障がいのある方
など、誰もが安心して暮らせるま
ちをめざし、地域での支え合いや
つながりづくりを支援していま
す。具体的には、住民同士の見守
りや居場所づくりの活動支援のほ
か、各地区で福祉のまちづくりに
ついて話し合う場のお手伝い、福
祉に関する研修会などを行ってい
ます。

米子市社会福祉協議会
福祉のまちづくり推進課の皆さん

声をかける変化に気づく 相談先につなぐ

声をかけ合える関係を作りたい
災害時、頼りになるのはご近所さん。何かあっ
たときに「助けて」と言える雰囲気づくりを
日頃から大切にしたいと考えています。人生
全体で見ると定年後に地域で過ごす時間は意
外と長いもの。誰かへの「恩送り」の気持ち
で無理なく楽しみながら続けていきたいです。

気軽に相談してほしい
孤独や孤立は、私たちの身近にあ
ります。家庭や職場、学校や地域、
サークル活動など、どのような形
でもいいので、近くの人と顔見知
りになっておくことは大切だと感
じます。
困ったときは「こんなことを相談
してもいいのかな」と思わずに、
お気軽にご相談いただけたらと思
います。問米子市社会福祉協議会（☎ 23－5473）


